
３o. 項目 意見 概要

1 伊那 全般
天竜 及び 峰 架 橋梁 い 環境や景観 十 配慮 伊那

顔 う イン い い

「

現状 良好 生活環境 自然環境 保全さ 地域を通過 計 さ い
当 路 環境影響を 限 減 う 環境影響評価 手

い 宮田村 述 意見及び事業者 調査 得 知見 情
報等を十 事業 反映 環境保全措置を明示 い 事業実施 あ

今回 準備書 範 地域 民 生活環境 変 対
安を払拭 情報提供や合意形成を十 い い

」

自動車 走行 係 大気質及び日照阻害調査 予測地点 あ 宮田村大田 西側
い 高さ ｍ以 直壁構造 計 路 程度 高さ 土盛 構造 現国
取付 路 さ 側 高さ約 ｍ 段丘 方
大気質や日照阻害 限 騒音や景観 生活環境 大 影響を え
予想さ

大気質 予測結果及び評価結果数値 い 計 路線 西側 東側 数
値 い 前述 地域 細 条件 加味さ 評価 い い わ
え 取付 路 急勾配 あ 実際 車 発進 停止 繰 返さ
容易 推測さ 大気質や騒音 予測値 予測結果を 回 懸念さ さ
反射音 影響 惧さ 本準備書 触 い い 当 地 通気性
通風性 景観的 迫感を含 周辺 民 生活環境 大 悪 を懸念
声 村民 多 寄 い

路構造形式 見直 を含 抜本的 対策を含 環境影響を
限 減 う 環境保全措置を示 ほ い

4

工事用車両 運行 い 国 号 県 栗林宮田停車場線及び村
号線を通 を多 工事用車両 通過 い 当 国
号 交差点 現 右折 ン い 今以 渋滞 懸念さ
交通渋滞を発生さ い環境保全措置を明 ほ い

5

大気質 騒音 振動 各項目 い 環境保全措置 工事用車両 散 を
実施 い 散 方法 明記さ い い 村内各所を工事用車両
通行 生活環境 影響や交通事故等 惧 さ 通

行 い 事前 村 十 協議 うえ 検討 ほ い

6

村 号線 準備書 最大 日 工事用車両 通行
い 現状 大型車 通行 極 少 沿線 保育園や高齢

者施設等 置 い 交通安全や生活環境 影響 大 容易
推測さ そ 影響を定 的 評価 うえ 送迎時や 昼寝時等
通行時間帯 配慮を や工事用車両 運行形態 い 具体的 環境保
全措置を明示 ほ い

7

自動車 走行 係 騒音予測 い 宮田村大久保 予測値 こB
い 現状 非常 静穏 生活環境 保全さ い を鑑 基準をわ

回 いう 現状 比較 生活環境 大 影響を え 予想
さ 環境影響 減 有効 環境保全措置を明示 ほ い
県 栗林宮田停車場線 交差点 現状 約 ｍ高 車 発進時 騒音 予想
さ 県 対策 検討さ い 環境保全措置 防音壁 設
置を検討 場合 宮田村景観計 即 形式を選択 い い

8
宮田村中越 調査地点④ 予測地点④ 別 置 整合 取 い
い 準備書本編1「.「-4頁 1「.「-1重頁 調査地点④ 予測地点④ 置 状況
大 う 騒音調査地点④ 予測 見直 を願い い

重
自動車 走行 係 騒音 対 予測 確実性 少 い 事後調査 実施
い い 現状 静穏 地域を通過 事業実施後 あ

必要 応 地域 民 ア ン 等を含 必要 調査を願い い
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10 騒音
工事期間 長期 及 推察さ 地域 民 ア ン を含 生

活環境維持 観点 事業実施中 調査及び必要 応 対策を願い い

11 振動
1「.」 振動 1「.」.1 自動車 走行 係 振動 い 地盤種別を全 砂地盤

根拠 い 明示願い い

1「
水 濁 及び水 汚 影響を 減 環境保全措置 い そ 実施時期
い 天竜 鮎漁 時期を考慮い い

1」
天竜 底生動物 ワ 生息 確認さ 地域

文 食用 付さ い 生息環境 影響 軽減措置を検討願い
い

14

宮田村中越 通水工対策 実施 際 具体的 方法 示さ 効
果 確実性 小さい 信頼性 具体的 方法 い 将来 ン

ン 手法及び予期 事象 発生 十 対応 工事計 う配慮い
い

15
地 水 影響 い 予測さ 地域 あ 既存井戸等 水 変 生

場合 必要 応 調査及び機能補償 い 対応 い い

16

動物 移動経路 い 連 段丘林等 当 樹林地を極力避
設定や高架構造 通過 消失 回避を 能 限 行 い い

大久保 崖線河岸段丘 い 段丘南側 村 ッ バ 移動経路
対策を講 い い

17
照明 漏 出 抑制 い 予期 昆虫類 照明 走光性 集

農作物 被害 生 能性 あ 光源 い 昆虫 誘引抑制効果
認 を採用願い い

18
工事工程 検討及び段階的 土地 改変 い 事業期間中 繁殖期 営巣調

査を行い 影響を 減 い い

1重
幼虫 主 エノ を食草 い 植生調査 エノ 生育

確認さ い い 工事 実施 際 エノ い 再調査 生育 確認さ
場合 繁殖 能性 保全 い 検討願い い

「0
イ 保全 い 生息 確認さ 地域周辺 水路 改修 際

羽 必要 水路脇 土法部 確保及び餌 ワ や水田 多 見
や ノア イ 生息 水路底を確保 配慮い い

「1 景観

景観 項目 い 方法書 い 村長意見 提出 内容 十 反映さ
い い 具体的 大 以 点 問題 あ 考え

点目 村長意見 主要 眺望点 路 橋梁 存 や法面
存 等 地域 集落 視点場 予測評価を行 い い 対 対応

あ 対 視点場３o.「0 宮田村大久保地区 追加 対応さ
思わ 本視点場 村民 そ 場所を特定 代表的視

点場 選定 根拠 明 あ 当 視点場 天竜 方向 眺望
予測評価さ い 当 地域 要 景観資源 あ 段丘 眺 影響を評価

い そ 村長意見 対応 適 視点場を追加 必
要 あ
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「「

点目 方法書 対 村長意見 策定中 景観計 を十 踏 え
対 対応 あ 宮田村景観計 宮田村を象徴 景観 ア

西山 段丘 屋敷林 水田 を感 景観を 置 具体的例 成
長 県 発行 さ 信 風景 選 掲載さ 写真をあ い

景観資源 ア 段丘 そ 集落 水田を含
あ 対 準備書 評価 多 視点 眺望 対 ア

眺望を阻害 い い や 面 見え 大 さや小ささ 影響 い
評価 い 宮田村景観計 い 地域 景観資源 置付

景観 影響を適 予測評価 思わ い 関連 各視点場 細
置選定や眺望写真 撮 方 い 実際 眺 象 乖離 あ あ

宮田村 景観資源 影響 予測 評価 地域 民 納得 方法 予
測 評価 必要 あ

「」

主要 眺望点 方法書 選定 大久保発電所 大久保 地点 近い
大久保 18 代表さ い 大久保発電所 眺望 宮田村景観
計 や昨 村 掲載さ い 宮田村を象徴 田園風景 眺望

大久保発電所 眺望点 予測評価を省略 行 い
い

「4

予測結果 河岸段丘 地域 い 景観資源 改変割合 い 景観資源 特性
段丘 際 林 段丘林 生物多様性及び特徴的 緑 資源景観を創出 特

記さ い わ 予測結果 河岸段丘 地域 改変割合 対象を段丘
全体面積 80ｋ㎡ 改変割合を0.」5％程度 い 景観 要

段丘 際 林 段丘林 あ 対象面積 段丘林 面積 対 割合 評
価 あ

「5

大久保 崖線 改変 い 長さ約100ｍ最大幅約70ｍ わ
景観資源 改変面積 わ あ 資源 価値を大 損 う い

予測 い 著 過小評価 あ ３o.「」 述 予測評価 あわ
大規模 開削 影響 い 再度評価 い い

「6
環境保全措置 検討 法面等 緑 い 地域 適 樹種等 検討
あわ 施工後 維持 管理 容易 種を選定願い い 維持 管理 路

管理者 定期的 実施 い い

「7 文 財
試掘 確認調査及び発掘調査 実施 い 保全 必要 思わ 要 埋蔵

文 財 発掘さ 際 そ 保存 い 教育委員会等 協議を行う を明記
い い

「8
工事 使用 搬入土 原則 圏域内 有害物質及び放射性物質を含

土砂等を使用 い を明記 い い

「重
外来種 地域外種 持 込 対 細心 注意を払う 数 間 調査

を実施 地域種以外 樹種 生育 確認さ 場合 事業者 そ 除去を行
い い
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